






























申 lたとえば，是永純弘： 「社会情報の真実性について」，経済学研究38-2，北海道大学，1988,12 
本 2セキュリティの問題に関しては，広い意味で，イ ンフラの遅れや不備， 例えば，ケーブル火災や銀行
のオンラインのシステムダウン，TVの画像中断等も含まれるが，ここでは，そのようなハードの不備に
ついてはカバーしない。






































































情報への閲覧 ・訂正請求権をその内実に取り込もうとする努力のあらわれである。」（ p 8～ p 9) 
プライパシー権における自己情報コントロー ル権がどの範囲に及ぶかは異論のあるところではあるが，
重要なことは，自己のデー タを閲覧しその訂正を請求する権利があるということである。
* 7筒井康隆 ：終わりの夏に’89¢’905「現代スキャンダルの構図j，朝日新聞夕刊1989.8.16 

































































* 8伊藤潔：「十一億人といえども郡小平は往くJ，中央公論， 1989.8 P 72 
186 村松：情報と実体との「ずれj
ついても，香港情報は世界をかけ巡った。


























『幼女連続誘拐殺害事件」における く捜査 ・報道 ・世論〉三位一体の真夏のホラー・ショー に
は，身の毛もよだち，血も凍る。































































































が 「ワカル，ワカjレ」 と笑って見せる。笑いは，笑う ものと笑えぬものが居て始めて成立する
が，その差は，舞台上から投げつけられた「情報」を知っているか否かに掛かっているのであ
る。
実際虚構世界に観客を誘い一夜のエンターテイ メン 卜を提供する高度成長期の落とし子であ
る彼ら／彼女らに叫ぶべき怒りも拘りもない。運動もなければ， 変革の意思もない。自分たち
の世界を守り，それを確認しつづける。様々な 「情報」の渦のなかにいて，実に多くの「情報」
190 村松：情報と実体との 「ずれJ
を知つてはいるが，何も本質を捉えてはいない。そういう意味では，皮相的で孤独な群像が見
えてくる。
本来，ある行動の指針として 「情報」は収集されたが，いまや，行動とは，直接繋がらない。
その「情報jが，その人にとって，どのような価値を有するのかということが重要なのではな
く，いかに／どれほどその言葉（本質ではない）を知っているかが重要になっている。そのよ
うな中では「情報」とその実体とがどんどん「ずれJていくのである。
(1989. 9.12) 
* 13次の文献に示唆を受けた。
柏木博：「パージョン ・アッフした情報消費」，世界， 岩波書店，1989.6
